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Fig. I. Male of Plagusia tuberculata from Banshozaki,
Shirahama, Wakayama, on which a large





















Fig. 2. Female of Plagusia tuberculata from Ban-
shozaki, Shirahama, Wakayama, on which
many cirripeds attached (dorsal view).
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からみて,背面-の付着に対して,腹面では付着生物の
定着・成長は難しいと思われる。これは,たとえ付着し
てもこすられるなどして脱落するか,成長が困難なため
で.f> S。
上記の付着生物のうち,最大のアカフジツボ(10
mm)からみて,少なくとも数週間は脱皮が行われなか
ったものと推定される。また,イワフジツボの付着状況
から, 2個体とも潮間帯付近を排御していることが多か
ったものと推察される。
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